
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期       3,140  △12.4      △34  －     △33  －      △26  －

22年３月期第１四半期      3,586      38.4      71      59.8     75      70.7      40      52.6

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期      △5     44       －     －

22年３月期第１四半期    8    22    －     －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期      6,868      3,641      52.9       691    44

22年３月期     7,471    3,747     50.1      766     63

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期    3,635百万円 22年３月期    3,740百万円 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 ――――     0    00 ――――     10    00      10    00 

23年３月期 ――――   
23年３月期（予想）    0   00  ――――     10     00     10     00 

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）     8,000    △1.4  25    △87.0     25  △87.3    15    △86.7    3  7

通期    16,000     △2.9    170  △34.4     170  △38.3    100    △64.7      20    49



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．４「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規  － 社 （社名）                        、除外   － 社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続を実施中で

す。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件等については、［添付資料］Ｐ．３「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。   

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 5,257,950株 22年３月期  5,257,950株 

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ  378,346株 22年３月期   378,346株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 4,879,604株 22年３月期１Ｑ 4,934,604株 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部大企業においては、企業収益は改善してきているものの、

国内経済への不安要素からか、設備投資は伸びず、雇用情勢は依然として厳しい状況にあります。また、欧州を中心

とした海外景気の下振れ懸念や、金融資本市場の変動、デフレの影響など、個人消費市場を取り巻く環境は厳しい状

況にあります。  

当社の事業領域のうち、映像ソフト市場におきましては、個人消費が冷え込むなか、市場全体として前年を下回る

厳しい状況となりました。一方で、ブルーレイソフトの全体に占める割合が伸長しており、今後の市場拡大への貢献

が期待されております。また、平成23年７月には、地上デジタル放送への完全移行が予定されていることから、ブル

ーレイ機器の普及にも拍車がかかり、高画質映像が楽しめるブルーレイディスク対応の映像ソフトに対するニーズの

高まりとともに、同ソフトの発売タイトルも増加することが期待されます。 

音楽ソフト市場は、市場をリードするヒット作が少なかったことなどから、音楽ソフトのパッケージ市場は厳しい

状況で推移しました。また、携帯電話向けを中心とする音楽配信の伸びも緩やかとなっているものの、市場全体に占

める割合が伸長しており、今後もパッケージ市場に与える影響が懸念されます。 

コンシューマーゲーム市場は、昨年末にＰＳ３ゲーム機本体が値下げされたことによるゲーム機本体の販売増加に

も一段落した感があるものの、ゲームソフトにおいては任天堂のＷｉｉやＤＳを中心にヒット作が発売され、比較的

堅調に推移しました。 

このような環境のもと、当社グループは、音楽映像ソフト市場におけるシェアの確保と、グループ全体の業務効率

の向上による経費削減に努めてまいりましたが、当社が総販売元となって販売するレンタル用ＤＶＤソフトのタイト

ル数が減少したことやコンシューマーゲームにおける当社の主力商品であるＰＳ３、ＰＳＰ対応のソフトにヒット作

が少なかったこと等から売上高は前年を下回る結果となりました。。 

以上の結果、当社グループの当第１四半期連結会計期間の連結業績は、売上高が前年同期比12.4％減の3,140百万

円となり、また、グループ全体で経費の削減に努めたものの、平成22年１月に子会社が一社増えたことにより全体と

しては経費が増加し、34百万円の営業損失を計上することとなりました。なお、経常損失は33百万円、四半期純損失

は26百万円となりました。 

セグメントの業績 

①［卸売事業］ 

イ．音楽映像ソフト 

当部門の売上高は、音楽ソフト市場全体として厳しい状況が続いており、また映像ソフトにおいても、当社

が総販売元となって販売するレンタル用ＤＶＤソフトのタイトル数が減少したことにより、前期比19.4％減の

2,089百万円となりました。 

ロ．コンシューマーゲーム 

当部門の売上高は、ＰＳ３本体の値下げによるゲーム機本体の販売は横ばいで推移したものの、ＰＳ３対応

の人気ソフトが少なかったことから、前期比15.1％減の481百万円となりました。 

ハ．関連商品 

当部門の売上高は、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ等の記録メディアとＣＤ、ＤＶＤ等の傷を修復するディスク研磨

機の販売のほか、レンタル店における新たな販売用商品の開発に努めましたが、前期比6.5％減の130百万円と

なりました。 

ニ．その他 

当部門の売上高は、ゲームソフト、音楽映像ソフトメーカーの物流受託業務を行うＴＰＬ事業の売上高は伸

びたものの、その他の売上高が減少し、前期比3.8％減の151百万円となりました。 

以上により、卸売事業全体の売上高は、前期比17.5％減の2,852百万円となり、営業利益は前期比49.4％減の

81百万円となりました。 

②［小売事業］ 

当部門の売上高は、当社直営店においてはＣＤの売上などが減少しておりますが、平成22年１月５日に株式会

社ムービーチャンネルを子会社化したことに伴い、同社の売上高が加わったことにより、前期比2.22倍の287百

万円となりました。なお、当社直営店における利益率の低下や、ムービーチャンネルの経費が加わったことによ

り営業利益は18百万円の損失となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は6,868百万円となり、前連結会計年度末に比べ603百万円減少し

ております。また、当第１四半期連結会計期間末の純資産は3,641百万円となり、前連結会計年度末に比べ105百

万円減少しております。 

イ．資産 

流動資産においては、前連結会計年度末に比べ500百万円減少した3,640百万円となりました。主な要因は、

受取手形及び売掛金の減少によるものであります。固定資産においては、前連結会計年度末に比べ103百万円

減少した3,228百万円となりました。主な要因は、投資有価証券の減少によるものです。  

ロ．負債 

流動負債においては、前連結会計年度末に比べ456百万円減少した2,046百万円となりました。主な要因は、

支払手形及び買掛金の減少と短期借入金の減少によるものです。固定負債においては、前連結会計年度末に比

べ41百万円減少した1,179百万円となりました。主な要因は、長期借入金の減少によるものです。  

ハ．純資産  

純資産においては、当期純損失を26百万円計上したことと、投資有価証券の時価評価に係る有価証券評価差

額金の減少及び株式の配当等により、前連結会計年度末に比べ105百万円減少した3,641百万円となりました。

  

②キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は税金等調整前四半期純損失が34

百万円となりましたが、売上債権の減少による資金の増加やたな卸資産の減少による資金の増加等により、前年

同期に比較して40百万円増加した903百万円となりました。  

イ．営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純損失を34百万円計上し、仕入債務の減少によ

る資金の減少342百万円があったものの、売上債権の減少額494百万円及びたな卸資産の減少額80百万円等の資

金の増加により、前年同期に比較して78百万円増加した265百万円となりました。  

ロ．投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得25百万円及び投資有価証券の取得による資金の

減少65百万円があったものの、投資有価証券の売却による資金の増加111百万円により、前年同期に比較して

295百万円増加した6百万円となりました。  

ハ．財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の減少100百万円、長期借入金の返済39百万円及び配当

金の支払額43百万円の資金の減少により、前年同期に比較して133百万円減少した183百万円の支出となりまし

た。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

欧州を中心とした海外景気の下振れ懸念や、円高による輸出産業に対するマイナス影響も依然として続いておりま

すが、当社が総販売元となって販売するレンタル用ＤＶＤソフトのタイトルの増加や、レンタル用ＣＤソフトの市場

のシェアの維持を見込んでおり、平成22年５月14日に公表しました業績予想を変更しておりません。  

  



（１）重要な子会社の異動の概要 

  該当事項はありません。 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計年度末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により算定し

ております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月

31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日)

を適用しております。これにより、営業損失及び経常損失は、49千円増加し、税金等調整前四半期純損失は、

3,008千円増加しております。 

②表示方法の変更  

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語 、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用によ

り、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

  該当事項はありません。  

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,058,686 971,230 

受取手形及び売掛金 1,300,101 1,794,894 

有価証券 50,393 50,359 

たな卸資産 991,014 1,071,317 

その他 245,386 260,114 

貸倒引当金 △5,462 △7,594 

流動資産合計 3,640,120 4,140,322 

固定資産   

有形固定資産 506,058 503,546 

無形固定資産   

その他 137,419 141,549 

無形固定資産合計 137,419 141,549 

投資その他の資産   

投資有価証券 1,166,329 1,257,076 

敷金及び保証金 891,091 926,094 

その他 530,549 506,821 

貸倒引当金 △3,298 △3,461 

投資その他の資産合計 2,584,672 2,686,530 

固定資産合計 3,228,150 3,331,626 

資産合計 6,868,270 7,471,948 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,655,249 1,997,419 

短期借入金 － 100,000 

未払法人税等 1,726 1,629 

賞与引当金 24,154 50,601 

その他 365,849 354,093 

流動負債合計 2,046,980 2,503,744 

固定負債   

長期借入金 753,638 792,914 

役員退職慰労引当金 262,024 258,116 

その他 163,921 169,749 

固定負債合計 1,179,583 1,220,780 

負債合計 3,226,563 3,724,525 

純資産の部   

株主資本   

資本金 598,510 598,510 

資本剰余金 545,000 545,000 

利益剰余金 2,778,647 2,854,005 

自己株式 △112,553 △112,553 

株主資本合計 3,809,605 3,884,963 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 67,776 97,724 

土地再評価差額金 △241,827 △241,827 

評価・換算差額等合計 △174,050 △144,103 

少数株主持分 6,152 6,564 

純資産合計 3,641,706 3,747,423 

負債純資産合計 6,868,270 7,471,948 



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 3,586,184 3,140,198 

売上原価 3,126,621 2,782,137 

売上総利益 459,563 358,060 

販売費及び一般管理費 387,664 392,409 

営業利益又は営業損失（△） 71,899 △34,348 

営業外収益   

受取利息 2,005 1,446 

有価証券売却益 － 2,293 

違約金収入 1,489 － 

その他 3,612 4,785 

営業外収益合計 7,107 8,525 

営業外費用   

支払利息 2,586 3,453 

為替差損 － 4,061 

その他 565 202 

営業外費用合計 3,152 7,717 

経常利益又は経常損失（△） 75,854 △33,540 

特別利益   

貸倒引当金戻入額 1,578 2,296 

特別利益合計 1,578 2,296 

特別損失   

固定資産売却損 26 － 

固定資産除却損 75 － 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,958 

その他 － 447 

特別損失合計 101 3,406 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

77,331 △34,650 

法人税、住民税及び事業税 45,723 4,339 

法人税等調整額 △8,970 △12,015 

法人税等合計 36,753 △7,676 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △26,973 

少数株主損失（△） － △411 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 40,577 △26,562 



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

77,331 △34,650 

減価償却費 10,118 10,326 

減損損失 － 104 

のれん償却額 3,500 6,558 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 2,958 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,403 － 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,908 3,908 

賞与引当金の増減額（△は減少） △24,625 △26,446 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,374 △2,295 

受取利息及び受取配当金 △3,185 △2,449 

支払利息 2,586 3,453 

為替差損益（△は益） 229 1,525 

固定資産売却損益（△は益） 26 342 

固定資産除却損 75 － 

有価証券売却損益（△は益） － △2,293 

売上債権の増減額（△は増加） 513,994 494,793 

たな卸資産の増減額（△は増加） 249,477 80,302 

その他の資産の増減額（△は増加） △12,867 15,917 

破産更生債権等の増減額（△は増加） △972 114 

仕入債務の増減額（△は減少） △646,265 △342,170 

未払消費税等の増減額（△は減少） 11,457 20,171 

その他の負債の増減額（△は減少） 30,912 7,002 

預り保証金の増減額（△は減少） △9,391 1,557 

差入保証金の増減額（△は増加） 27,110 31,855 

小計 226,641 270,587 

利息及び配当金の受取額 3,990 3,488 

利息の支払額 △2,724 △3,426 

法人税等の支払額 △40,794 △5,352 

営業活動によるキャッシュ・フロー 187,113 265,297 



（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △3,901 △13,900 

定期預金の払戻による収入 － 3,000 

有形固定資産の取得による支出 △10,871 △25,135 

有形固定資産の売却による収入 1 － 

無形固定資産の取得による支出 △15,879 △8,913 

投資有価証券の取得による支出 △19,027 △65,026 

投資有価証券の売却による収入 － 111,054 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出 △234,716 － 

貸付けによる支出 △110 － 

貸付金の回収による収入 210 10,210 

敷金の回収による収入 562 144 

敷金の差入による支出 △75 － 

投資その他の資産の増減額（△は増加） △5,352 △5,352 

投資活動によるキャッシュ・フロー △289,160 6,081 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － △100,000 

長期借入金の返済による支出 △28,426 △39,276 

配当金の支払額 △21,495 △43,987 

財務活動によるキャッシュ・フロー △49,921 △183,263 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △229 △1,525 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △152,198 86,589 

現金及び現金同等物の期首残高 1,015,800 817,391 

現金及び現金同等物の四半期末残高 863,601 903,981 



該当事項はありません。  

  

  

【事業の種類別セグメント情報】  

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 （注）１．事業区分の方法 

 事業は、商品の種類・性質及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な商品 

  

【所在地別セグメント情報】 

 前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項はありません。 

  

【海外売上高】 

 前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

  海外売上高がないため該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
卸売事業 
（千円） 

小売事業 
（千円） 

計（千円） 
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円） 

売上高           

（１）外部顧客に対する売上高      3,456,845      129,339      3,586,184       －      3,586,184

（２）セグメント間の内部売上高又

は振替高 
    －  38  38     (38)      －

計       3,456,845  129,378  3,586,223    (38)      3,586,184

営業利益(又は営業損失)       160,858     (5,772)      155,085    (83,186)       71,899

事業区分 主要商品 

卸売事業 

レンタル用ＣＤ、ビデオソフト（ＤＶＤ）、コンシューマーゲーム（家庭用ゲー

ム機器、ゲームソフト等）、関連商品（ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ等録音・録画用記

録メディア、当社開発商品、備品等）、その他 

小売事業 
ＣＤ、ビデオソフト等のレンタル及び販売、並びにコンシューマーゲーム、ＤＶ

Ｄビデオソフトの販売、書籍の販売 



【セグメント情報】 

(追加情報)  

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号      

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１．報告セグメントの概要  

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

当社の経営事項及び業務執行に関する最高意思決定機関である取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を

評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。  

当社グループは、音楽映像ソフトや家庭用ゲーム機器及びソフト等のエンタテインメント関連商品の販売を

主たる事業としており、レンタル店やゲームショップ等事業者を対象とした事業と直接消費者を対象とした事

業とに区分し、各事業ごとに包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。  

従って、当社グループの構成単位は事業の種類別セグメントから構成されており、レンタル店やゲームショ

ップ等事業者を対象とした事業を「卸売事業」、直接消費者を対象とした事業を「小売事業」とし、２つを報

告セグメントとしております。 

  

「卸売事業」は、音楽ソフト(レンタル用ＣＤ)、映像ソフト、コンシューマーゲーム等をビデオ・ＣＤレン

タル店やゲームショップ等に販売しております。「小売事業」は、音楽映像ソフト、コンシューマーゲーム等

を消費者に販売またはレンタルしております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

  当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

 (注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

  

該当事項はありません。  

  

  

  
卸売事業 
（千円） 

小売事業 
（千円） 

合計（千円） 

売上高       

  外部顧客への売上高  2,852,751  287,447  3,140,198

  セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  13  13

計  2,852,751  287,461  3,140,212

セグメント利益(又はセグメン

ト損失) 
 81,380  △18,792  62,587

      利益       金額(千円) 

報告セグメント計    62,587

 セグメント間取引消去  △11

 のれんの償却額  △3,058

 全社費用(注)  △93,867

四半期連結損益計算書の営

業利益(又は営業損失) 
 △34,348

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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